
　日本ではじめて時を告げた日とされ
る「時の記念日」6月10日に、時計に関
わる業界人たちは、どのように「時」を
考え過ごしたでしょうか。
　「時の記念日」とは、1920年（大正9
年）に、日本国民へ「時間をきちんと守
り、欧米並みに生活の改善・合理化を図
ろう」との呼びかけで、時間の大切さを
尊重する意識を広めるために、東京天
文台（現在の国立天文台）と文部省の
外郭団体である財団法人の生活改善
同盟会によって制定された。また、同年5
月16日～7月4日には、東京教育博物館
で「時の展覧会」が実施されていた。
　「時の記念日」の由来は、日本書紀に
おいて、671年の4月25日に、天智天皇
が日本で初めて設置した、水時計に
よって時を知らせたと書かれていること
から、太陽暦で換算する6月10日に定
められており、伝統ある記念日であるこ
とが分かる。
　天智天皇を祀る滋賀県の近江神宮
（東経135度線）がある兵庫県明石市
では、例年「時の記念日」にさまざまな
イベントが行なわれる。

　今年も“時のまち明石”のシンボルで
ある天文科学館をテーマにした「市制
施行100周年記念フォトコンテスト」の
優秀賞10作品を題材にしたオリジナ
ル記念切手を市内の郵便局で販売し
たほか、「時の記念日 子午線通過記念
証配布」「時のウィーク2019」など盛り
だくさんのイベントが行われた。
　近江神宮では、日本書紀の記述にも
とづき、日本の時刻制度の創始を記念
した「漏刻祭」が、毎年行われている。
　漏刻とは、水の流入（流出）とその水
位によって時間を計る水時計のこと。
境内には、漏刻のほか、日時計や世界
各国の珍しい時計を展示した時計館
宝物館が開設されている。また、近江
時計眼鏡宝飾専門学校も経営し、時
計技術者の育成を行っている。
　全国にある時計専門店や時計関連
団体なども無料の電池交換をはじめ
様々なサービスを提供するなど、「時の
記念日」にスポットを当てていた。
　東京時計宝石眼鏡小売協同組合
は、セイコーウオッチ㈱、シチズン時計
㈱、セイコークロック㈱、リズム時計工

業㈱の関係者
とともに、「時
計感謝祭」を、
東京・上野公
園にある五条
天 神 社 にて

行った。中山直幹理事長は「時
の記念日が普及するようなPR
などを行っていきたい」などと
話していた。

2020年には、時の記念日
制定から100年目を迎える。

　「時の記念日」が制定された
100年前は、おおよその時間を
知ることが出来るようになった
時代だ。
　現代は、スマートフォンや携
帯電話で正しい時刻を容易に
知ることが出来るなど便利に
なった一方で、時間に追われる

ような生活を送る人が多いとされ、
「時」を大切に思うことや、「時」を考え
る機会が失われている。

　全国各地で、時計関係者による「時
の記念日」のイベントが、小さくも行われ
ているのだから、現在こそ、「時の記念
日」を国民に周知する良い機会になると
考えられる。「時」を深掘りすれば、「科
学」になる部分もあるかもしれないが、
国民に一番身近な存在になり得る時計
店や時計メーカーが、「時」のプロとし
て、「時」のコンシェルジュとして、国民に
「時の記念日」＝「時の大切さ」を紐解
き、普及させていくことで、これからの時
計の楽しみを、より広げることに繋げら
れるのではないだろうか。これからはス
マートフォンを持たない時代が来るなど
とも言われはじめ、スマートウオッチ或
いは新たな道具が時を知るために使わ
れるのかはわからないが、これまでの機
械式時計をはじめとした腕時計の良さ

を継続して伝えていくことに変わりはな
く、どんなに時代が変わり、技術が発展
しても、時間の捉え方は同じであるは
ず。子どもに「時間」を教える道具が進
化すれども、基本的に時計の針を動か
して「時間」を教える方法に違いはない
だろう。
　一般的に子どもが時間の感覚を身に
つけるのは、4～5歳と考えられているそ
うだが、保育園に通わせている3歳の自
分の子どもにも時計の読み方を教えて
いる。また、時計に関わる仕事柄、家に
は掛時計、置時計、目覚まし時計などを
部屋の数以上に設置している。更に腕
時計も毎日着けることから、2歳になっ
た我が子は、腕時計に興味を示してい
る。子供用の腕時計をお揃いで提示さ
れたら、腕時計の買い増しを考えてしま
うかもしれないなどとも思っている。

　また、子どもの時計の
教育用には、大きめの
掛時計を購入し、朝か
ら時間を見せて生活を
スタートしている。時間
の大切さを一番教えや
すいのは、親が時間を
大切にすることだと考え
られているそうだが、時
間が流れていることを

教えるのは、結構難しいと感じている。
そんなことを伝えるのも「時の記念日」
の役割なのかもしれないと思った。
　時間については、誰もが子どもの頃
に教わり、時間が分かることで生活を
送っている。大人になれば、誰もがより
時間の大切さを認識する。それほど、国
民の多くが「時の大切さ」に、常に触れ
ていると考えられるのにも関わらず、「時
間の大切さ」は、日常の中では忘れさら
れがちだ。時計の関係者も忘れている
のか、6月10日の「時の記念日」は、まだ
まだ周知されていないのが残念だ。
　歴史的な出来事の由来や、功績ある
人を称える「祝日」として、時間の大切
さを尊重する「時の記念日」が、祝日の
ない6月に、きっと相応しいことは間違
いない。

2020年は制定から100年2020年は制定から100年2020年は制定から100年2020年は制定から100年
6月10日は大切な「時の記念日」

　一般社団法人日本時計協
会（JCWA）が、財務省貿易統
計及び同協会統計を基にまと
めた、2018年度の日本の時
計の市場規模（推定）は、ウ
オッチが数量で3250万個
（前年比3％減）で、実売金額
が8208億円（同3％増）。ク
ロックは、数量が2580万個
（前年並み）、金額は447億円
（前年比3％減）となった。
　ウオッチ完成品の数量内訳
は、国内メーカー品は890万
個でほぼ前年並み、輸入品は
2360万個（前年比5％減）であった。
実売金額の内訳は、国内メーカー品は
1931億円（前年比4％増）で、輸入品
は6277億円（同2％増）だった。
　クロック完成品の数量内訳は、国内
メーカー品は760万個（前年比9％減）
で、輸入品は1820万個（同5％増）。実
売金額の内訳は、国内メーカー品は
281億円（前年比6％減）で、輸入品は
166億円（同5％増）だった。
　また、2018年の世界生産数量は、ウ
オッチが13億9500万個（前年比
3.7％減）で、クロックは5億6600万個
（同4.2％減）となっている。

2018年日本の時計産業の動向

　2018年における日本の時計メー
カー（同協会会員企業）の輸出実績
（海外からの出荷を含む）、国内出荷実
績及び、総出荷実績（輸出と国内出荷
の合計）を見ると、完成品の総出荷は、
ウオッチが数量で6400万個と前年比
3％減、金額で2600億円と前年並みと
なっている。クロックは、数量で1000万
個と前年比12％減、金額で204億円と
前年比8％減となった。
　ウオッチ完
成品の輸出は、
数量は5500万
個（前年比3％
減）で、機種別
では前年比で

水晶アナログは7％減、水晶デ
ジタルは3％増、機械式は10％
増となった。金額は、1393億円
（前年比3％減）で、機種別では
前年比で水晶アナログは8％
減、水晶デジタルは11％増、機
械式は14％増。
　国内出荷は、数量が900万
個（前年並み）、金額で1207
億円（同4％増）となった。機
種別数量では、前年比で水晶
アナログは2％減、水晶デジタ
ルは9％増、機械式は20％増
だった。

　クロック完成品の輸出は、数量が
270万個（前年比20％減）で、機種別
では置時計が26％減、掛時計は10％
減だった。金額は37億円（前年比13％
減）で、機種別では前年比で置時計は
21％減、掛時計は8％減だった。
　国内出荷は、数量が760万個（前年
比9％減）、金額は167億円（同6％
減）。機種別数量では、前年比で置時
計は10％減、掛時計は7％減となった。
　なお、ムーブメントベースの総出荷
（完成品とムーブメントの合計（輸出＋
国内出荷））は、ウオッチでは、数量は4
億5600万個（前年比10%減）、金額は
3187億円（同2%減）であり、クロックで
は、数量は1200万個（前年比14%減）、
金額は209億円（同9%減）となった。

～いつの時代も変わらない時間の流れ～
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　石福ジュエリーパーツ㈱の取締役会長で、同社創業者の橋本養三氏が、5月19日に亡くなった。享年87歳。
　かねてから病気療養中だったとのことで、葬儀の儀は故人の意志により近親者のみにて相済ませている。
　これにより、6月24日15時～17時に、上野精養軒3階「桐の間」にて、「お別れ会」が執り行われる。
　なお、故人の意志により、供花、供物、香典は辞退している。また、都合の良い時間に平服でとしている。
　「お別れの会」実行委員長は、㈱ミユキ会長の亀山実氏。問合せは、石福ジュエリーパーツ総務部（専用電話：０３-３８３６-５８３１）まで。

石福ジュエリーパーツ創業者　
橋本養三会長「お別れの会」 6月24日上野精養軒
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